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工業研究所 第３期中期目標・計画について

　工業研究所は、当地域の中小企業の技術支援機

関として、技術相談、依頼試験、人材育成など

様々な事業を行っています。平成１７年度からは目

標管理型の業務運営や外部評価の実施などの基本

方針を定め、中期目標・計画を策定して、目標達

成に向けて取り組んできました。

　第１期（１７－１９年度）、第２期（２０－２２年度）と

３年毎に中期目標・計画を見直し、現在まで６年

間、技術支援に軸足を置いた業務を実施してきま

した。これまで、第１期に確立した当所のコア技

術（技術支援の核となる技術）を企業へ展開する

など産業応用を進めました。また、ものづくり中

小企業の総合技術支援事業として、「出向きます

技術相談」や受託研究などの実績を積み重ねてき

ており、先端技術や環境関連技術への取組みなど

技術の高度化にも対応してきました。

　２３年度からは、名古屋市の新しい産業振興ビ

ジョンに基づき、引き続き中小企業の基盤技術力

向上のための支援を行うとともに、産業構造の転

換に対応できるよう、次世代産業に関する情報や

技術シーズを提供していきます。

　第３期（２３－２５年度）中期目標・計画では、次

の５つのアクションプランに沿って業務を実施い

たします（詳細はＨＰで紹介しています）。

�　当所の指定分野として、機能･軽量部素材、環

境、信頼性、ＩＣＴ（情報通信技術）、ＣＡＥ（コ

ンピュータ支援工学）の５分野に技術的資源を

集中投入し、成果を中小企業への支援に活用し

ます。

�　技術のセーフティネットを構築するため、出

向きます技術相談や多様な研修の実施など、課

題解決型技術支援を効果的に行います。

�　試作支援機能の強化など技術の見える化を推

進し、企業の新製品、新技術の開発のため、総

合的な開発型技術支援を行います。

�　中小企業が環境対応技術や次世代産業技術の

確立により新たな産業分野へ参入できるよう、

情報提供などによる技術の高度化を支援します。

�　地域の研究機関や大学、企業との連携を強化

し、企業間の連携を含め効率的に技術支援を行

います。

　これまで同様、日常の課題解決からオンリーワ

ンとなる新製品・新技術の開発、そして次世代産

業に向けての対応まで、当所へお気軽にご連絡、

ご利用いただきたいと思います。今後とも、どう

か皆様のご理解とご協力、一層のご利用をお願い

いたします。

　　　　　　　　　（技術支援室長　淺尾文博）

　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ（０５２）６５４－９８１２



１．はじめに

　板金加工や射出成形などの製品開発におけるコ

ンピュータシミュレーション技術（ＣＡＥ）が、最

適設計や試作回数の低減などを目的に、大企業を

中心に急速に普及してきました。近年では中小企

業においても普及し始めており、当所にもＣＡＥ

の導入や使い方に関する相談がここ数年増えてき

ています。中小企業がＣＡＥを導入しようとする

場合の大きなハードルの一つは、実際に近い結果

が導き出される材料物性値などの各種解析条件を

どのように設定したらよいのか分からないという

点です。特に自動車衝突解析のように材料の高速

変形を伴う問題の場合、ＣＡＥ用の材料試験を実

施すること自体容易ではありません。そこで当所

では、中小企業から要望の多い衝突解析に関連す

る２つの試験機（高速引張試験機と衝撃圧縮試験

機）を導入して、中小企業が材料物性を取得でき

るような環境を整備しました。以下では導入した

試験機の特徴と測定例を紹介します。

　

２．高速引張試験機

　本装置（写真１）は高速で材料の引張試験が行

える油圧サーボ式の高速引張試験機です。試験片

つかみ具を加速するための助走装置（写真２左）

を搭載しており、自動車衝突相当（時速７２ｋｍ）

での試験が可能です。また、引張速度を上げた場

合に問題となるロードセルやつかみ具の固有振動

に起因する振動ノイズ（リンギング）対策として、

ロードセルと試験片つかみ具を一体化させて固有

振動数を高くするなどの工夫もされています（写

真２右）。高速度カメラを搭載し、試験片の伸び

と試験荷重を同期して測定できるので、ＣＡＥで

必要となる材料の応力ひずみ関係を測定すること

も可能です。ポリカーボネート試験片を高速引張

試験した例を図１に示します。

（仕様）

メーカー：島津製作所

型式：ハイドロショットＨＩＴＳ－Ｔ１０

速度設定範囲：０．０００１～２０ｍ／ｓ

最大試験力：１０ｋＮ

ピストン移動量：３００ｍｍ

試験温度範囲：－４０～１５０℃

高速度カメラ

　型式：ＰｈａｎｔｏｍＶ３１０

　画素数：１２８０×８００（＠３１４０ｆｐｓ）

写真１　試験機概観

写真２　左：助走治具　右：小型・軽量チャック
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設備紹介
「ＣＡＥを活用した樹脂部品の設計技術の開発」
関連分野の新規導入設備
（平成２２年度（財）ＪＫＡ設備拡充補助事業）
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   図１　ポリカーボネート試験片の高速引張試験

３．衝撃圧縮試験機

　本装置（写真３）は、材料への落錘により瞬間的

な衝撃荷重を計測することができる圧電式ロード

セルを備えた計装化衝撃試験機です。チャンバー

内に材料を固定し上部から錘を落下させることで、

材料の衝撃吸収性能や圧縮の状態を定量化（グラ

フ表示）することができます。また ＪＩＳ Ｋ７２１１－２

（プラスチック－硬質プラスチックのパンクチャー

衝撃試験方法－ 第２部：計装化衝撃試験）に準拠

した貫通衝撃試験も行うことができます。

写真３　衝撃圧縮試験機

（仕様）

メーカー：ＩＭＡＴＥＫ社

型式：ＩＭ１０Ｔ－２０ＨＶ

落下高さ：５０～２０００ｍｍ

衝撃速度：１～６．２６ｍ／ｓ

              （～２０ｍ／ｓ　高速オプション）

測定範囲：～１２０ｋＮ

平坦ストライカ直径：８０ｍｍ，１６５ｍｍ

温度制御：－４０～１８０℃

実施例

　しごき加工によって製造されたスチール缶に上

部から落錘させた時の写真を示します。（写真４）

缶胴の下半分が座屈しながら変形していることが

分かります。

写真４　スチール缶の衝撃圧縮

４．最後に

　このように動的条件の材料評価も行えるように

なりましたので、ご利用ご相談の際はお気軽にご

連絡ください。これらの試験機は（財）ＪＫＡの平

成２２年度公設工業試験研究所の設備拡充補助事業

で導入されたものです。

　

　問い合わせ先

（生産加工研究室　村田　真伸、奥田　崇之）

　　　　　ＴＥＬ（０５２）６５４－９８９１、 ６５４－９８８３
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研究紹介 六方晶窒化ホウ素焼結体の作製

１．はじめに

　六方晶窒化ホウ素（ｈ－ＢＮ）は、黒鉛に良く似

た性質を持っています。具体的には、熱伝導性・

耐熱衝撃性・機械加工性に優れ、融点が高く、濡

れ性が悪いなどの性質を持っています。一方で、

黒鉛と大きく異なるのは電気的性質で、１０００℃以

上の高温度域でも電気絶縁性が高いことです。こ

のような性質を生かして、ｈ－ＢＮ粉末は固体潤滑

剤・離型剤として、ｈ－ＢＮ焼結体はマシナブルセラ

ミックス（容易に機械加工が可能なセラミックス）

として利用されています。このｈ－ＢＮ焼結体は熱

処理・鋳造設備用の耐熱部材として実用が見込ま

れます。

　当所においては、サイエンスパーク成果活用型

共同研究開発事業として、ｈ－ＢＮを主原料として

用いたマシナブルセラミックス製造技術の開発に

取り組んできました。これまでの成果として、長

石を焼結助剤として添加することで、大気中・無

加圧・従来よりも低温の１３００℃以下で焼結できる

ｈ－ＢＮ焼結体の製造方法を開発しました１）。

　本稿では、本研究の新たな成果である、焼結助

剤が不要・低温・無加圧で焼結できるｈ－ＢＮ焼結

体の製造方法について紹介します２）。

２．ｈ－ＢＮ焼結体

　ｈ－ＢＮは融点が高く濡れ性が悪い、さらには酸

化しやすい性質によって焼結が難しい材料です。

現状では、ｈ－ＢＮ焼結体は加圧焼結法によって製

造されています。焼結助剤を添加して、酸化しな

いように真空もしくは窒素などで雰囲気保護して

１６００℃ ～２３００℃ で加圧焼結されています。した

がって、ｈ－ＢＮ焼結体の製造には大きなエネル

ギーを必要とし、生産プロセスが複雑になり、製

造コストが高価となります。

　そこで本研究では、高酸素濃度ｈ－ＢＮ粉末を用

いることで、焼結助剤が不要・低温（１０００℃以下）・

無加圧で焼結できるｈ－ＢＮ焼結体の製造方法を提

案しました。本研究で提案した高酸素濃度ｈ－ＢＮ

粉末は従来の粉末（高純度ｈ－ＢＮ）と比較して安

価な粉末です。本手法により製造コストと製造エ

ネルギーの大幅な低減が可能であると考えられま

す。

　図１は、本研究で作製した高酸素濃度ｈ－ＢＮ焼

結体の外観写真です。焼結条件は、窒素雰囲気

中・焼結温度１０００℃・無加圧の条件で焼結しました。

また、さらに低温の焼結温度 ８００℃とした焼結実

験にも成功しました。本焼結体の強度は、従来の

粉末を用いたｈ－ＢＮ焼結体と比較して、約３倍を

示しました。この強度は市販の黒鉛製品と同等も

しくはそれ以上の強度でした。

図１　ｈ－ＢＮ焼結体

３．おわりに

　本手法により作製されたｈ－ＢＮ焼結体は、黒鉛

製品では対応できなかった高温で電気絶縁性を必

要とする分野への応用が期待できます。

　当所のｈ－ＢＮ焼結体製造技術にご興味をもたれ

た方は、お気軽にご連絡ください。
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